
 
 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
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こ

の

ほ

ど

中

小

企

業

庁

で

は
「
二
〇
二
〇
年
版
中
小
企
業

白
書
・
小
規
模
企
業
白
書
」
を

発
表
し
ま
し
た
。「
中
小
企
業
白

書
」
は
今
回
で
五
十
七
回
目
で

す
が
、「
小
規
模
企
業
白
書
」
は

今
回
で
六
回
目
で
す
。 

 

二
〇
二
〇
年
版
白
書
で
は
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に

期
待
さ
れ
る
「
役
割
・
機
能
」

や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生
み
出
す
「
価

値
」
に
着
目
し
、
経
済
的
な
付

加
価
値
の
増
大
や
、
地
域
の
安

定
・
雇
用
維
持
に
資
す
る
取
組

を
調
査
・
分
析
し
ま
し
た
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
や
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
お
け
る
具
体

的
な
対
応
事
例
等
に
つ
い
て
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
経
営
相
談
窓
口
の
利
用
状

況
で
は
、
す
べ
て
資
金
繰
り
関

連
で
あ
り
、
製
造
業
が
飲
食
業

に
次
い
で
二
番
目
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

当
組
合
は
圧
倒
的
に
小
規
模

企
業
が
多
い
の
で
、
今
回
は
こ 

     

の
「
小
規
模
企
業
白
書
」
に
焦

点
を
当
て
て
み
ま
し
た
。 

 

二
〇
二
〇 

年
版 

小
規
模
企

業
白
書
の
概
要
は
、
第
１
部
で

は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
動
向
に
関
す
る
分
析
に
加 

え
、
中
小
企
業
・
小 

規
模
事
業

者
の
労
働
生
産
性
、
新
陳
代
謝
、

多
様
性
と
役
割
・
機
能
に
つ
い

て
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

第
２
部
で
は
、
地
域
の
課
題

と
小
規
模
事
業
者
の
存
在
感
に

つ
い
て
確
認
し
た
上
で
、
地
域

の 

生
活
や
雇
用
を
支
え
る
小

規
模
事
業
者
の
取
組
に
つ
い
て

分
析
し
て
お
り
、 

第
３
部
で
は
、

中
小
企
業
政
策
の
変
遷
を
確
認

し
た
上
で
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
に
お
け
る
経
営
課
題 

へ
の
取
組
、
中
小
企
業
支
援
機

関
の
役
割
に
つ
い
て
分
析
し
て

い
ま
す
。 

 

※ 

小
規
模
企
業
白
書
が
対

象
と
す
る
「
小
規
模
企
業
」
と

は
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

（
第
２
条
第
１
項
）
に
定
義
さ

れ
た
、
お
お
む
ね
常
時
使
用
す

る
従
業
員
の
数
が 

二
〇 

人
以

下
（
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
は

五
人
以
下
）
の
事 

業
者
の
こ
と

で
す
。
な
お
、
本
白
書
の
本
文 

中
で
は
、
「
小
規
模
企
業
」
に
、

会
社
の
み
な
ら
ず
、
個
人
事
業

者
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
わ
か
り

や
す
く
記
す
た
め
、「
小
規
模
企

業
」
の
こ
と
を
「
小
規
模
事
業

者
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

第
１
部 

令
和
元
年
度
（
二
〇

一
九 

年
度
）
の
小
規
模
事
業
者

の
動
向 

 

●
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
動
向 

 

中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
業
績
は 

二
〇
一
九 

年
以
降
横
ば
い
か
ら
低
下
傾
向

で
推
移
し
、
業
況
に
も
一
服
感

が
見
ら
れ
る
こ
と
、
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
厳
し
い
状
況
が
続

く
と
見
込
ま
れ
る
中
、 

多
様
な

課
題
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。  

 
 ●

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
労
働
生
産
性 

 

中
小
企
業
の

労
働
生
産
性
が
横
ば
い
傾
向
で

推
移
し
て
お
り
、
業
種
に
関
わ

ら
ず
大
企
業
と
の
格
差
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
一
方
で
、

中
小
企
業
の
中
に
も
大
企
業
の

労
働
生
産
性
を
上
回
る 

企
業

が
一
定
程
度
存
在
す
る
こ
と
な

ど
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 ●

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
新
陳
代
謝 

 

企
業
の
廃
業
は
、

経
済
全
体
の
生
産
性
向
上
に
寄

与
す
る
側
面
が
あ
る
一
方
、
生

産
性
の
高
い
企
業
の
廃
業
も
一

定
程
度
生
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
生
産

性
の

高

い

企

業

の

廃

業

の

背 

景
に
は
、
経
営
者
の
高
齢
化
と

後
継
者
不
足
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
企
業
の
貴
重
な
経
営
資
源

を
散
逸
さ
せ
な
い
事
業
承
継
の

取
組
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。  

 
 ●

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
多
様
性
と
役
割
・
機
能 

 

中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
「
目

指
す
姿
」
を
四
つ
の
類
型
に
分

類
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の 

特

徴
を
分
析
し
、
業
種
だ
け
で
は

捉
え
き
れ
な
い
異
質
性
を
有
す

る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。 

 

 
 第

２
部 

地
域
で
価
値
を
生
み

出
す
小
規
模
事
業
者 

 

●
地
域
の
課
題
と
小
規
模
事
業

者
の
存
在
感 

 

人
口
密
度
が
低

い
地
域
で
は
、
小
規
模
事
業
者

の
存
在
感
が
相
対
的
に
大
き
い

こ
と
、
地
域
に
お
い
て
、
商
店
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『
小
規
模
企
業
白
書
』
を
公
表 

 
 

生
産
性
高
い
企
業
の
廃
業
が
増
加
傾
向 
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街
の
衰
退
や
生
活
イ
ン
フ
ラ
の

脆
弱
化
、
地
域
労
働
市
場
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
、
地
場
産
業 

の
衰
退

な
ど
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い

ま
す
。 

 

●
地
域
の
生
活
を
支
え
る
小

規
模
事
業
者 

 

商
店
街
の
来
街

者
数
が
減
少
す
る
中
で
、
店
舗

数
も
減
少
し
て
お
り
、
空
き
店

舗
問
題
が
顕
在
化 

し
て
き
て

い
る
こ
と
、
地
域
の
小
規
模
事

業
者
に
と
っ
て
身
近
な
住
民
の

需
要
の
確
保
が
ま
ず
は
重
要
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。 

 

 
 ●

地
域
に
お
け
る
雇
用
と
小
規

模
事
業
者 

 

地
域
の
小
規
模
事

業
者
は
、
女
性
や
高
齢
者
が
継

続
し
て
長
く
働
け
る
環
境
を
提

供
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。 

 

 
 ●

付
加
価
値
の
創
出
に
向
け
た

取
組
と
地
域
活
性
化 
 

人
口
密

度
の
低
い
地
域
で
は
地
域
外
需

要
の
獲
得
が
必
要
と
な
る
こ
と
、

地
域
課
題
解
決
へ
の
取
組
が
新

た
な
事
業
機
会
に
つ
な
が
る
こ

と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

 

第
３
部 

中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
と
支
援
機
関 

 

●
中
小
企
業
政
策
の
変
遷 

 

我

が
国
の
中
小
企
業
政
策
の
基
本

理
念
や
基
本
方
針
を
定
め
る
中

小
企
業
基
本
法
や
、
中
小
企
業 

支
援
体
制
の
変
遷
に
つ
い
て
概

観
し
て
い
る
。 

 

 
 ●

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

に
お
け
る
経
営
課
題
へ
の
取
組 

 

現

状

把

握

、

経

営

計

画

の

策

定
・
運
用
を
行
う
上
で
、
外
部

支
援
の
活
用
が
有
効
で
あ
る
こ

と
、 

日
常
の
相
談
相
手
の
存
在

が
経
営
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 ●

中
小
企
業
支
援
機
関
の
役
割 

 

支
援
機
関
ご
と
に
も
強
み
・
弱

み
が
存
在
す
る
こ
と
、「
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
等
」
や
「
技 

術
・
研
究
開
発
」
の
分
野
で
支

援
機
関
同
士
の
更
な
る
連
携
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
様
々
な
支
援
金
、
助
成
金
を

申
請
す
る
う
え
で
も
、
ぜ
ひ
一

度
ご
一
読
く
だ
さ
い
。 

 

中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
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日
本
印
刷
産
業
連
合
会
は
、 

こ
の
ほ
ど
第
三
十
五
回
定
期
総

会
を
書
面
決
議
に
て
行
い
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は

金
子
眞
吾
会
長
に
代
わ
り
、
共

同
印
刷
㈱
代
表
取
締
役
社
長
の

藤
森
康
彰
氏
が
第
十
一
代
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
。 

 

日
印
産
連
は
傘
下
十
団
体
、

七
千
二
百
社
の
会
員
が
全
国
に

存
在
し
、
Ｇ
Ｐ
や
二
酸
化
炭
素

削
減
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

二

〇

二

〇

年

度

の

事

業

計

画
の
基
本
方
針
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
軸
に
社
会
貢
献
を
し
て
い
く

と
し
て
い
る
が
、
今
年
度
の
重

要
テ
ー
マ
と
し
て
、
①
地
方
創

生
ヘ
の
貢
献 

全
国
に
あ
る
印 

刷
会
社
が
こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ 

ス
の
経
験
を
活
か
し
、
地
域
活 

 

     

性
化
に
貢
献
す
る
②
女
性
活
躍

推
進 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営

や
人
権
及
び
多
様
性
の
尊
重
に

関
わ
る
活
動
を
積
極
的
に
継
続

す

る

③

地

球

環

境

へ

の

配

慮 

印
刷
産
業
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
、
印
刷
産
業

に
お
け
る
環
境
負
荷
の
低
減
を

図
る
④
二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
対
応
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

藤
森
新
会
長
は
「
印
刷
業
界

は
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
を
受
け

需
要
が
縮
小
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
度
は
環
境
負
荷
低

減
や
取
引
慣
行
の
改
善
、
働
き

方
改
革
と
い
っ
た
従
来
の
課
題

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
経
済
界
へ
の
深
刻
な

影
響
が
加
わ
り
、
大
変
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様

と
と
も
に
〝
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
〟 

〝
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
〟
の
世
界

を
見
据
え
業
界
の
抱
え
る
課
題

解
決
と
革
新
に
全
力
で
取
り
組

む
所
存
で
す
」
と
抱
負
を
述
べ

て
い
ま
す
。 

 
 

                                

藤森康彰会長  

 

日
印
産
連
新
会
長
に
藤
森
康
彰
氏
が 

 
 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
軸
に
し
な
が
ら
諸
事
業
を 
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全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合(

田
中
祐
会
長)

は
、
五
月

二
十
七
日
に
東
京
正
札
シ
ー
ル

会
館
に
於
い
て
「
第
六
十
一
回

通
常
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
対
策
の
た
め
、
小
規
模

で
開
催
さ
れ
、
各
議
案
は
す
べ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
号
議
案
・「
二
〇
一
九
年

度
事
業
報
告
」
で
は
、
技
術
優

良
工
場
認
定
制
度
、
シ
ー
ル
・

ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
、
世
界
ラ

ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
説

明
、
第
二
号
議
案
・「
二
〇
二
〇

年
度
事
業
計
画
」
で
は
、
経
営
、

環
境
、
技
術
、
特
許
、
広
報
の

各
委
員
会
事
業
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ

ナ
ー
や
技
術
伝
承
セ
ミ
ナ
ー
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
充
実
、
ま
た
テ
ク
ニ
カ

ル
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
再
発
行
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

 

予
算
案
は
二
、
五
八
〇
万
四

千
円
が
計
上
さ
れ
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

 

今
年
度
は
「
各
協
組
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
環
境
問
題
、

人
材
育
成
・
営
業
力
強
化
、
技 

    

術
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
、

個
々
の
企
業
で
は
限
界
が
あ
る

課
題
に
対
し
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ

ー

マ

で

事

業
を

実

施

し

て

い

く
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

現
状
報
告
で
は
、
組
合
員
十

社
減
の
四
二
六
社
、
会
友
は
二

社
減
の
七
八
社
，
計
五
〇
四
社

と
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
十
月
十
六
日
に
開
催

を
予
定
し
て
い
た
「
第
六
十
二

回
年
次
大
会
・
東
京
汐
留
大
会
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に

よ
り
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
め
例
年
式
典
の
中
で

開
催
す
る
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
の
表
彰
式
も
中
止
が
決

定
さ
れ
、
今
年
の
コ
ン
テ
ス
ト

の
入
賞
者
に
対
し
て
は
表
彰
状

と
ト
ロ
フ
ィ
を
同
日
付
で
送
付

す
る
予
定
。 

 

例
年
九
月
に
開
催
さ
れ
て
い

る
日
印
産
連
の
印
刷
文
化
展
で

の
表
彰
者
は
、
印
刷
功
労
賞
は

東
海
北
陸
シ
ー
リ
ン
グ
組
合
の

岩
田
真
人
氏
、
印
刷
振
興
賞
に

は
正
札
シ
ー
ル
組
合
の
守
屋
則

彦
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
候
補
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。 

ラ
ベ
ル
会
開
催 

 
 

中
村
裕
之
氏
が
二
連
覇 

 

第
一
一
四
回
ラ
ベ
ル
会
は
、

七
月
十
五
日(

水)

に
、
茨
城
県

の
「
江
戸
崎
カ
ン
ト
リ
ー
俱
楽

部
」
に
於
い
て
、
四
組
十
五
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

梅
雨
の
真
っ
た
だ
中
の
開
催

で
し
た
が
、
傘
を
さ
す
ほ
ど
の

雨
に
は
な
ら
ず
、
こ
の
時
期
と

し
て
は
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
で

し
た
。 

 

本
来
な
ら
こ
の
時
期
は
組
合

研
修
旅
行
の
一
環
と
し
て
一
泊  

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス 

の
影
響
で
、
ラ
ベ
ル
会
単
独
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

十
八
ホ
ー
ル
、
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
イ
で
熱
戦
の
結
果
、
村
田

金
箔
の
天
野
紀
和
氏(

五
三
、
五

八 

一
〇
八
、H

D

三
六
、N

E
T

 

七
二)

が
一
位
と
な
り
ま
し
た

が
、
ラ
ベ
ル
会
の
規
定
に
よ
り
、

初
参
加
者
は
三
位
に
繰
り
下
げ

と
い
う
こ
と
で
、
二
位
の
日
本

ウ
エ
ス
ト
の
中
村
裕
之
氏(

四

三
、
四
九
、
九
二
、H

D

十
九
、

N
E

T

七
三)

が
繰
り
上
げ
優
勝

と
な
り
、
ラ
ベ
ル
会
二
連
覇
と

な
り
、
二
位
に
は
マ
ル
ウ
接
着

の
妻
鳥
洋
一
氏(

四
七
、
四
七
、

九
四
、H

D

二
〇
、N

E
T

七
四)

が
繰
り
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ベ
ス
グ
ロ
は
恩
田
博
氏(

四

四
、
四
三
、
八
七)

で
し
た
。 

優
勝
し
た
中
村
氏
は
「
最
近

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
イ
メ
ー
ジ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ば
か
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
お
天
気
に
も
メ
ン

バ
ー
に
も
恵
ま
れ
、
思
い
が
け

ず
二
連
覇
と
な
り
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
の
「
ホ
ン
マ
会
」
も
合
わ

せ
る
と
三
連
覇
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
次
回
頑
張

り
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

                                 

 

全
日
シ
ー
ル
連
合
会
第
六
十
一
回
通
常
総
会 

 
 

 

各
協
組
と
連
携
図
り
課
題
に
取
り
組
み 



  

   

 

私
が
包
装
タ
イ
ム
ス
に
入
社

し
た
昭
和
四
十
五
年
当
時
の
シ

ー
ル
・
ラ
ベ
ル
業
界
は
、
昭
和

三
十
六
年
に
業
界
で
共
有
し
た

「
セ
ル
フ
ラ
ベ
ル
特
許
」
に
よ

っ
て
、
大
手
か
ら
の
参
入
を
防

ぎ
、
高
度
経
済
成
長
と
も
相
俟

っ
て
、
右
肩
上
が
り
の
急
成
長

を
遂
げ
て
い
ま
し
た
。 

そ

の

材

料

と

な

る

粘

着

紙

も
昭
和
三
十
四
年
に
竹
内
化
学

が
国
産
初
の
粘
着
紙
の
開
発
に

成
功
し
、
そ
の
後
狭
山
化
工
，

東
邦
紙
工
、
不
二
紙
工
、
ニ
チ

バ
ン
、
大
日
本
イ
ン
キ
化
学
工

業
、
モ
ダ
ン
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工

業
が
相
次
い
で
製
造
、
販
売
を

開
始
し
ま
し
た
。 

昭
和
四
十
五
年
に
は
、
「
粘

着
原
紙
業
界
に
黒
船
襲
来
」
と

い
う
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。
私
も
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
の
た
め
に
、
ま
だ
新

米
記
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ

ち
こ
ち
へ
と
取
材
に
走
ら
さ
れ

ま
し
た
。 

世

界

最

大

の

ラ

ベ

ル

総

合

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
米
国
の
ア
ベ 

     リ
ー
社
が
当
時
の
山
陽
パ
ル
プ

と
合
弁
で
「
山
陽
フ
ァ
ッ
ソ
ン
」

(

後
の
創
研
加
工)

を
設
立
し
た

の
で
す
。 

初

の

外

資

の

進

出

と

製

紙

メ
ー
カ
ー
の
進
出
に
、
既
存
の

粘
着
製
紙
業
界
に
は
大
き
な
衝

撃
に
な
っ
た
よ
う
で
、
取
材
先

で
も
こ
の
話
題
で
も
ち
き
り
と

な
り
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
を
契
機
に
王
子
製
紙
、

神
崎
製
紙
、
日
本
パ
ル
プ
工
業

な
ど
の
製
紙
メ
ー
カ
ー
が
外
資

と
組
ん
で
粘
着
原
紙
業
界
に
進

出
し
、
専
業
グ
ル
ー
プ
系
と
製

紙
グ
ル
ー
プ
系
と
に
分
か
れ
、

激
し
い
販
売
競
争
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

初
め
て
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
印

刷
業
界
の
取
材
を
し
た
の
は
、

当
時
ラ
ベ
ル
組
合
の
専
務
理
事

だ
っ
た
池
田
欣
二
さ
ん
を
訪
ね

た
と
き
で
し
た
。 

ま

だ

何

も

分

か

ら

な

い

私

に
、
シ
ー
ル
・
ラ
ペ
ル
の
こ
と

や
そ
の
歴
史
、
そ
し
て
組
合
の

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
親
切
に 

     教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

池

田

欣

二

さ

ん

と

は

そ

れ

か
ら
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
三
十

数
年
の
長
い
お
付
き
合
い
と
な

り
、
現
役
を
引
退
さ
れ
て
か
ら

も
、
ご
子
息
の
池
田
俊
平
さ
ん

が
、「
会
長
の
所
に
た
ま
に
顔
を

出
し
て
く
れ
よ
。
本
間
さ
ん
が

来
る
と
会
長
も
喜
ぶ
か
ら
」
と

電
話
を
頂
き
、
そ
の
た
び
に
お

邪
魔
を
し
て
昼
食
や
お
茶
を
ご

馳
走
に
な
り
ま
し
た
。 

ラ

ベ

ル

組

合

は

昭

和

四

十

一
年
の
九
月
に
十
九
社
で
発
足

し
、
す
で
に
四
年
が
経
っ
て
い

ま
し
た
が
、
初
代
の
理
事
長
は

戸
塚
與
三
郎
氏
で
、
池
田
さ
ん

が
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
の
は 

昭
和
四
十
六
年
の
第
五
回
総
会

の
時
で
、
そ
の
後
昭
和
五
十
八

年
に
日
野
七
郎
氏
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
す
る
ま
で
六
期
十
二
年
に

わ
た
っ
て
理
事
長
の
要
職
を
務

め
、
昭
和
五
十
年
に
は
全
日
本

シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
連
合
会

の
会
長
に
も
就
任
し
ま
し
た
。 

池

田

さ

ん

の

凄

か

っ

た

こ

と
は
、
何
冊
も
の
本
を
自
費
出

版
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
特
に
「
シ

ー
ル
印
刷
業
界
五
十
年
史
」(

昭

和
三
十
八
年)

、
「
シ
ー
ル
印
刷

業
の
動
静
史
」(

昭
和
五
十
年)

の
二
冊
は
、
そ
の
後
私
が
昭
和

六
十
三
年
に
連
合
会
よ
り
依
頼

さ
れ
て
発
刊
し
た
「
シ
ー
ル
印

刷
の
あ
ゆ
み
七
十
七
年
史
」
を

執
筆
す
る
う
え
で
は
、
参
考
文

献
と
し
て
大
い
に
役
立
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

池

田

さ

ん

は

業

界

の

近

代

化
に
も
積
極
的
に
貢
献
し
、
第

一
次
構
造
改
善
事
業
で
は
、「
シ

ー
ル
印
刷
業
の
概
況
と
問
題
点

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
資
料
を

連
合
会
専
務
理
事
と
し
て
ま
と

め
、
こ
れ
を
通
産
省
に
提
出
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
シ
ー
ル
印
刷
業

も
指
定
業
種
と
な
り
、
そ
の
後

第
四
次
構
造
改
善
事
業
ま
で
続

い
た
業
界
の
近
代
化
に
大
き
な

足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

そ

の

後

通

産

省

に

通

う

た

び
に
、
交
通
費
の
お
釣
り
で
あ

る
五
円
玉
を
集
め
、
そ
れ
を
糸

に
通
し
た
も
の
を
見
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
池
田
さ
ん
の
努
力
と

熱
意
が
な
か
っ
た
ら
、
業
界
の

近
代
化
は
も
っ
と
遅
れ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。(

続
く)

 

                                

 

 

振
り
返
れ
ば
五
十
年 

私
の
ラ
ベ
ル
業
界
半
世
記 

専
務
理
事 

 

本 

間 

敏 

道
（
２
） 



 

■
霰
粒
腫
と
麦
粒
腫
と
は 

 
眼
の
病
気
に
も
白
内
障
、
緑

内
障
、
結
膜
炎
、
角
膜
炎
、
加

齢
黄
斑
変
性
等
々
、
さ
ま
ざ
ま

あ
り
ま
す
が
、
霰
粒
腫
と
、
も

の
も
ら
い
と
い
う
の
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

霰

粒

腫

（

さ

ん

り

ゅ

う

し

ゅ
）
は
、
ま
ぶ
た
の
奥
に
あ
る 

 
 

              

脂
腺
が
腫
れ
て
（
吹
き
出
物
の

よ
う
に
）
、
腺
の
開
口
部
が
ふ
さ

が
る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
麦

粒
腫
（
ば
く
り
ゅ
う
し
ゅ
）
と

呼
ば
れ
る
も
の
も
ら
い
は
、
一

般
に
ま
つ
毛
の
毛
包
の
感
染
症

で
す
。 

よ
く
、
も
の
も
ら
い
と
霰
粒

腫
は
同
じ
病
気
だ
と
勘
違
い
し

て
い
る
人
が
い
ま
す
が
、
こ
の

二
つ
は
呼
び
名
が
違
う
よ
う
に
、

ま
っ
た
く
違
う
病
気
な
の
で
す
。 

 

■
霰
粒
腫
と
は 

霰
粒
腫
で
は
、
初
期
症
状
と

し
て
ま
ぶ
た
の
腫
れ
、
軽
い
痛

み
、
刺
激
感
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
数

日
で
消
え
、
ま
ぶ
た
に
丸
く
て

痛
み
の
な
い
腫
れ
が
残
り
ま
す
。

こ
の
腫
れ
は
、
最
初
の
一
週
間

程
度
で
徐
々
に
大
き
く
な
り
ま

す
。 と

き
に
、
腫
れ
が
大
き
く
な

り
続
け
て
眼
球
を
圧
迫
し
、
少

し
目
が
か
す
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
ぶ
た
の
下
側
に
赤
色
ま

た
は
灰
色
の
部
分
が
現
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
麦
粒
腫(

も
の
も
ら
い)

と

は 

麦
粒
腫
は
、
ま
ぶ
た
の
縁
が

赤
く
な
る
、
押
す
と
痛
む
、
ま

た
は
特
に
触
れ
な
く
て
も
痛
む

と
い
っ
た
症
状
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
次
に
、
触
れ
る
と
痛
む
小

さ
な
丸
い
腫
れ
も
の
が
で
き
ま

す
。
涙
目
、
明
る
い
光
に
過
敏

に
な
る
、
異
物
が
入
っ
た
よ
う

に
感
じ
る
（
異
物
感
）
な
ど
の

症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
腫
れ
る
の
は
ま

ぶ
た
の
ご
く
一
部
で
す
が
、
ま

ぶ
た
全
体
が
腫
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
腫
れ
た
部
分
の
中
心

に
し
ば
し
ば
黄
色
っ
ぽ
い
小
さ

な
点
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
通
常
は
ま
ぶ
た
の
縁
に
み

ら
れ
ま
す
）
。
麦
粒
腫
は
二
～
四

日
後
に
破
れ
て
、
少
量
の
膿
が

出
て
終
わ
る
と
い
う
傾
向
が
あ

り
ま
す
。 

通
常
、
内
麦
粒
腫
で
は
外
麦

粒
腫
に
比
べ
て
痛
み
や
そ
の
他

の
症
状
が
強
く
現
れ
ま
す
。
ま

ぶ
た
の
下
が
痛
み
、
赤
く
な
り
、

腫
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
と

き
に
、
炎
症
が
ひ
ど
く
、
発
熱

や
悪
寒
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

 

■
治
療
方
法
は 

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
霰
粒
腫

は
特
に
治
療
し
な
く
て
も
二
～

八
週
間
で
消
失
し
ま
す
。 

一
日

に
数
回
（
例
え
ば
、
一
日
に
二

～
三
回
、
五
～
十
分
ず
つ
）
温

湿
布
を
あ
て
る
と
、
早
く
消
失

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 
こ
の

期
間
を
過
ぎ
て
も
変
化
が
な
い

場
合
や
視
力
に
影
響
が
出
て
き

た
場
合
は
、
内
容
物
を
排
出
さ

せ
た
り
、
コ
ル
チ
コ
ス
テ
ロ
イ

ド
を
患
部
に
注
射
し
た
り
す
る

こ
と
あ
り
ま
す
。 

霰
粒
腫
は
感

染
症
で
は
な
い
た
め
、
通
常
、

抗
菌
薬
は
無
効
で
す
。 

麦
粒
腫(

も
の
も
ら
い)

の
最

善
の
治
療
法
は
、
温
湿
布
を
あ

て
る
こ
と
で
す
。
温
め
る
こ
と

に
よ
り
麦
粒
腫
に
膿
が
た
ま
り
、 

破
れ
て
自
然
に
膿
が
出
ま
す
。 

 
 

 

外

麦

粒

腫

が

湿

布

を

あ

て

て
も
消
失
し
な
い
場
合
、
医
師

に
よ
る
排
膿
が
必
要
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
内
麦
粒
腫
は

自
然
に
破
れ
る
こ
と
が
め
っ
た

に
な
い
た
め
、
外
科
的
に
膿
を

排
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
内
麦
粒
腫
は

再
発
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

麦

粒

腫

の

治

療

に

抗

菌

薬

が
処
方
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
麦
粒
腫
は
治
療
を
し
な

く
て
も
ほ
と
ん
ど
は
自
然
に
消

失
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
多

く
の
場
合
あ
ま
り
役
立
ち
ま
せ

ん
。
と
き
に
、
眼
の
周
り
に
感

染
が
起
こ
っ
た
場
合
や
内
麦
粒

腫
の
手
術
の
後
に
感
染
が
起
こ

っ
た
場
合
に
抗
菌
薬
が
経
口
で

投
与
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

【
参
考
資
料
】 
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No172 健康がいちばん !   

霰粒腫と麦粒腫(ものもらい) 

似ているようでまったく違う病気 

https://www.msdmanuals.com/ja-jp/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0/20-%E7%9C%BC%E3%81%AE%E7%97%85%E6%B0%97/%E3%81%BE%E3%81%B6%E3%81%9F%E3%81%A8%E6%B6%99%E3%81%AE%E7%97%85%E6%B0%97/%E9%9C%B0%E7%B2%92%E8%85%AB%E3%81%A8%E9%BA%A6%E7%B2%92%E8%85%AB-%E3%82%82%E3%81%AE%E3%82%82%E3%82%89%E3%81%84
https://www.msdmanuals.com/ja-jp/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0/20-%E7%9C%BC%E3%81%AE%E7%97%85%E6%B0%97/%E3%81%BE%E3%81%B6%E3%81%9F%E3%81%A8%E6%B6%99%E3%81%AE%E7%97%85%E6%B0%97/%E9%9C%B0%E7%B2%92%E8%85%AB%E3%81%A8%E9%BA%A6%E7%B2%92%E8%85%AB-%E3%82%82%E3%81%AE%E3%82%82%E3%82%89%E3%81%84


    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
（
株
）
オ
プ
テ
ィ

ク
ス
部
門(

東
京
都
新
宿
区
三

の
六
の
十
一 

☎
〇
三
・
六
八

九
四
・
一
〇
四
三)

で
は
、
こ
れ

ま
で
に
Ｕ
Ｖ
光
源
装
置
を
製
造

販
売
し
て
き
た
が
、
ラ
ベ
ル
印

刷
に
特
化
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
・
Ｕ 

    
 

 

                  

  

 

 
 Ｖ

光
源
「
Ｌ
Ｓ
（
Ａ
Ｐ
シ
リ
ー

ズ
）
」
を
発
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
新
た
に
新
製
品
と
し
て
超

高
照
度&

超
高
積
算
空
冷
式
Ｕ

Ｖ

―

Ｌ

Ｅ

Ｄ

ラ

イ

ン

照

射

器

「
Ｌ
Ｓ
（
Ｌ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
）
」
を

発
売
し
ま
し
た
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特
長
と
し
て
は
、
①
二
〇/W

㎠
の
超
高
照
度
②
空
冷
式
で
水

冷
式
並
み
の
超
高
積
算
光
量
③ 

通
常
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
も
Ｏ
Ｋ
④
ミ

ラ
ー
な
ど
多
種
多
様
な
オ
プ
シ

ョ
ン
あ
り
。 

 

こ
の
他
の
特
長
と
し
て
は
、

省
エ
ネ
・
消
費
電
力
は
メ
タ 

 
 

ハ
ラ
ラ
ン
プ
の
五
〇
％
以
下
で 

寿
命
は
十
倍
以
上 

ダ
ク
ト
レ
ス
＋
環
境
改
善
・

ブ
ロ
ア
、
ダ
ク
ト
は
い
り
ま
せ

ん 

ダ
ク
ト
の
熱
も
あ
り
ま
せ

ん 

エ
ア
コ
ン
の
効
き
も
よ
く

な
り
室
温
が
下
が
る
。 

省
ス
ペ
ー
ス
化
・
電
源
の
場

所
を
と
ら
な
い 

空
い
た
ス
ペ

ー
ス
に
も
う
一
台
印
刷
機
を
置

け
る 
新
規
で
も
置
換
で
も
取

り
付
け
可
能 

 

こ
れ
ま
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ-

Ｕ
Ｖ
は

乾
か
な
い
と
い
う
の
が
常
識
だ

っ
た
が
、
同
社
で
は
こ
れ
ま
で

に
印
刷
機
メ
ー
カ
ー
や
シ
ー
ル

印
刷
業
者
の
協
力
を
得
て
、
テ

ス
ト
を
繰
り
返
し
、
デ
モ
機
な

ど
の
貸
し
出
し
も
積
極
的
に
行

っ
て
き
た
が
、
概
ね
高
い
評
価

を
得
た
た
め
、
今
回
、
恩
田
製 

    

作
所
の
平
圧
機(

Ｏ
Ｐ
Ｍ-

一
五

〇
／
Ｏ
Ｐ
Ｍ-

二
五
〇)

に
搭
載

す
る
Ｕ
Ｖ
ラ
ン
プ
の
置
き
換
え

の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
取

り
扱
う
こ
と
が
決
定
し
、
恩
田

製
作
所
を
販
売
窓
口
と
し
て
販

売
す
る
。 

こ
の
Ｌ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
は
、
こ
れ

ま
で
の
常
識
を
覆
し
、
Ｕ
Ｖ
乾

燥
機
の
主
流
に
な
る
日
も
決
し

て
遠
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
の
が
、
テ
ス
ト
を
し
た

シ
ー
ル
業
者
の
一
致
し
た
見
方

の
よ
う
だ
。 

Ｌ
Ｓ
三
二
〇
（
Ａ
Ｐ
シ
リ
ー

ズ
）
の
仕
様
は
次
の
通
り
。 

■
外
形
寸
法(

Ｗ
、
Ｄ
、
Ｈ)

=

五
二
〇×

一
二
五×

二
五
〇
㎜ 

■
入
力
電
圧=

Ｄ
Ｃ
四
八
Ｖ
■

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
重
量=

十
一
㎏

■
Ｕ
Ｖ
ピ
ー
ク
強
度(

照
射
窓

面
、
Ｗ
、
Ｄ=

〇
㎜=

二
〇(@

三

八
五
㎜)

■
調
光
制
御
範
囲=

一

〇
～
一
〇
〇
％
■
制
御
方
式=

 

Ｉ
／
Ｏ
制
御
、
Ｒ
Ｓ
―
四
八
五

制
御 同

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は 
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第
一
七
九
回 

「
Ｈ 

Ｏ 

Ｙ 

Ａ
」 

 

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 
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 空冷式 UV-LED ライン照射器 

消費電力は 50％以下、寿命は 10 倍 

 

 

http://www.hoya.co.jp/

